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YCUが進めるNet Zeroのイメージ

Net Zero実現に向けた今後の取組予定

 エネルギー源や使用方法、資源の有効利用、研究成果の可視化を行い、ゼロカーボンに向けた取組を推進する
 大学は地域防災拠点を担うため、再生可能エネルギーの規模や使用用途を調査し、利活用について検討する
 再生可能エネルギーを用いた小規模で自立した発電システムを企業等と連携し整備・拡充する方法を検討する
 地域内でサーキュラーエコノミーが行えるネットワークと実施体制づくりについて検討する
 緑豊かな大学キャンパスを、さらにエコキャンパス化するために植林や治水を行い、市民に開かれた場にする
 SDGsやゼロカーボンの取組について学習することができるリカレント教育の機会を提供していく

2050年カーボン・ニュートラル達成に向け、大学は「知的な社会システム」の設計と普及を担う
“知の拠点”として、国や地域から期待が寄せられています。
YCUでは、Net Zero社会の実現に向け多くの協力者を募り、2050年に向けBestを尽くします！

Net Zero社会の実現に向け，事業者や学校関係者等へ協力をお願いしています

大学を拠点に地域で進めるNet Zeroのイメージ
キャンパスで進める
Net Zeroのイメージ

大学を中核に進める人材育成のイメージ

カーボンニュートラル

CO2

ゼロカーボン・ゼロウェイストの実現

CSR

障害者や高齢者への雇用
環境配慮に取り組む企業との連携

医療・防災

医療廃棄物の再利用
消防服やホースのアップサイクル

地域でシェアリングすることで、物流を減らし脱カーボンに貢献！

バイオ発電・電力のシェア

エネルギー

図書、参考書

不要になった電化製品

放置自転車

飲食店のフードロス

地域の商店に修理依頼
地域内のシェアサイクルとして使用

認証のある企業に引き渡し

生ごみの資源化

地域内で資源循環
大学が媒介し、

拠点

地域フリーマーケット

モノの引き渡し拠点
空き家問題の解決にも貢献

シェアリングコミュニティ

★再生可能エネルギーを導入する

屋上や構内空きスペースへ太陽光パネルを設置
→太陽光PPA事業を利用

Q, PPAとは？
A, ・Power Purchase Agreement（電力販売契約）の略称
・需要者が敷地を事業者に提供しそこで太陽光発電を行う
・事業者は電気使用料を調査し需要者に請求

事業者
（電力会社）

需要者
（大学）

スペースの提供
電気料金の支払い

道具の無償提供
電気の供給

メリット
・初期費用がかからない
・メンテナンス、管理をする必要がない
懸念点
・契約期間終了後の維持管理
・十分なスペースが確保できるか

調査中の内容
・構内のスペース
・現在の電気使用量（料）
・価格の比較

★その他のアイディア

廃棄物削減
・大学内でシェアリングやフリーマーケッ
トができる仕組みの作成
例：不要になった教科書の譲渡、売買

構内で自転車のシェア

・食堂の売れ残りを学生に安く販売

省エネ
・エアコンを部屋ごとに管理
*現在は一括管理

⑤国際連携・協力WG

日本と世界をつなぐ

“ゾーンZERO” 【廃棄物削減】
【資源循環（Circular Economy）】
【グリーン調達とシェアリング】

【Net Zero キャンパスモデル】
【Net Zero ライフスタイル】
【低炭素農業モデル】

生活を豊かにする
ライフスタイルを変える

市内の小中高校との連携強化
神奈川県の企業との協業拡大

文具・医療機器メーカー等地域をゼロカーボン化する

②地域ゼロカーボンWG

④人材育成WG

カーボンニュートラル人材
を育成する

大学 病院

研究施設

「知的な社会システム設計」①ゼロカーボン・キャンパスWG

キャンパスをゼロカーボン化する

【SDGs教育プログラム】

市内の小中高校との連携
国内の大学との連携

海外の大学との連携拡大

【省エネルギー】

【創エネルギー】

【再エネ電力調達】
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部
資
金
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②地域ゼロカーボンWG

✓自治体ネットワーク等と連携した、取組と成果共
有のためのワークショップの開設（2022）

✓地域の計画・シナリオ策定に役立つ知見を創出
する研究グループの創設（2021）

✓技術課題・制度的課題等の抽出ととりまとめ

研究開発と社会実装の推進のため産学官民連
携を強化する

✓カーボンニュートラルを共通の目標とする新たな産
学官民連携枠組みの創設（2022）

✓新たな技術や価値観、行動様式創出のための人文・社
会科学から自然科学までの研究者等が 議論する場等の
創設の検討

日本と世界をつなぐ
✓米国・欧州等の大学ネットワーク等との連携
・「日米大学等合同検討会」（仮称）の設立（2021）
・欧州や国際的枠組み等との連携強化

✓新規開拓分野（地域の社会変革のための分野横断的研究、
デジタル×グリーン等）の研究者交流の推進（2022〜）

✓国際連携による教育プログラムの研究・創設（2022〜）

地域をゼロカーボン化する

⑤国際連携・協力WG

③イノベーションWG

カーボンニュートラル人材を育成する

✓カーボンニュートラル人材の在り方、必要な要素等
の議論（〜2022）

✓大学間連携による共同教育プログラムや教材等の
創設（〜2025）

✓企業、自治体、大学等間の人材交流の推進

キャンパスをゼロカーボン化する

✓大学の形態・特性に応じた脱炭素化モデルの構築
と横展開（2022までにモデルの方向性の整理）

✓WG全参加大学による方針とロードマップ等の策定

✓国際的枠組み（Race to Zero等）への参画の推進

④人材育成WG

①ゼロカーボン・キャンパスWG

カーボンニュートラル達成に貢献する
大学等コアリションの概要

SDGs／パリ協定
2030年／2050年

2021/22年
現状把握・課題分析
（学内の点検・調査が中心）

2022/23年
ビジョン及び行動計画
の策定・実施

2025年
自己及び外部評価

ゴール地点

達成度・新規課題・目標再設定

短期的成果 長期的成果

「ゼロ・カーボン＆ゼロ・ウェイスト」

可視化に向けた共同
調査の実施

現状分析

スタート地点

YCU作業項目

地域ゼロカーボンWG
計画作成・提出

人材育成WG
「実践・教材の改善・

開発」計画

大学方針とロードマッ
プ等の策定

未来予想図

（知的な社会システム）

Net Zero実現に向けた作業工程案
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